
平
成
二
十
年
十
一
月
六
日
提
出

質

問

第

二

〇

五

号

前
航
空
幕
僚
長
の
「
懸
賞
論
文
」
に
つ
い
て
の
麻
生
首
相
の
認
識
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

辻

元

清

美
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前
航
空
幕
僚
長
の
「
懸
賞
論
文
」
に
つ
い
て
の
麻
生
首
相
の
認
識
に
関
す
る
質
問
主
意
書

田
母
神
俊
雄
前
航
空
幕
僚
長
が
民
間
の
懸
賞
に
応
募
し
て
書
い
た
「
日
本
は
侵
略
国
家
で
あ
っ
た
の
か
」
と
題
す
る
論
文

（
以
下
「
懸
賞
論
文
」
）
に
は
、
下
記
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

（
記
述
一
）
日
本
は
一
九
世
紀
の
後
半
以
降
、
朝
鮮
半
島
や
中
国
大
陸
に
軍
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
が
相
手
国
の
了
承
を
得

な
い
で
一
方
的
に
軍
を
進
め
た
こ
と
は
な
い
。
（
中
略
）
我
が
国
は
日
清
戦
争
、
日
露
戦
争
な
ど
に
よ
っ
て
国
際
法
上
合

法
的
に
中
国
大
陸
に
権
益
を
得
て
、
こ
れ
を
守
る
た
め
に
条
約
等
に
基
づ
い
て
軍
を
配
置
し
た
の
で
あ
る
。

（
記
述
二
）
我
が
国
は
蒋
介
石
に
よ
り
日
中
戦
争
に
引
き
ず
り
込
ま
れ
た
被
害
者
な
の
で
あ
る
。

（
記
述
三
）
一
九
二
八
年
の
張
作
霖
列
車
爆
破
事
件
も
関
東
軍
の
仕
業
で
あ
る
と
長
い
間
言
わ
れ
て
き
た
が
、
近
年
で
は
ソ

連
情
報
機
関
の
資
料
が
発
掘
さ
れ
、
少
な
く
と
も
日
本
軍
が
や
っ
た
と
は
断
定
で
き
な
く
な
っ
た
。
（
中
略
）
最
近
で
は

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
仕
業
と
い
う
説
が
極
め
て
有
力
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

（
記
述
四
）
我
が
国
は
他
国
と
の
比
較
で
言
え
ば
極
め
て
穏
健
な
植
民
地
統
治
を
し
た
の
で
あ
る
。

（
記
述
五
）
実
際
に
は
日
本
政
府
と
日
本
軍
の
努
力
に
よ
っ
て
、
現
地
の
人
々
は
そ
れ
ま
で
の
圧
政
か
ら
解
放
さ
れ
、
ま
た

生
活
水
準
も
格
段
に
向
上
し
た
の
で
あ
る
。

一



（
記
述
六
）
戦
後
マ
ニ
ラ
の
軍
事
裁
判
で
死
刑
に
な
っ
た
朝
鮮
出
身
の
洪
思
翊
と
い
う
陸
軍
中
将
が
い
る
。
（
中
略
）
も
ち

ろ
ん
創
氏
改
名
な
ど
し
て
い
な
い
。

（
記
述
七
）
日
本
が
中
国
大
陸
や
朝
鮮
半
島
を
侵
略
し
た
た
め
に
、
遂
に
日
米
戦
争
に
突
入
し
三
百
万
人
も
の
犠
牲
者
を
出

し
て
敗
戦
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
（
中
略
）
こ
れ
も
今
で
は
、
日
本
を
戦
争
に
引
き
ず
り
込
む
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
に

よ
っ
て
慎
重
に
仕
掛
け
ら
れ
た
罠
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
実
は
ア
メ
リ
カ
も
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
に
動
か
さ
れ
て

い
た
。

（
記
述
八
）
真
珠
湾
攻
撃
に
先
立
つ
一
ヶ
月
半
も
前
か
ら
中
国
大
陸
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
は
日
本
に
対
し
、
隠
密
に
航
空
攻

撃
を
開
始
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
記
述
九
）
日
本
は
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
仕
掛
け
た
罠
に
は
ま
り
真
珠
湾
攻
撃
を
決
行
す
る
こ
と
に
な
る
。

（
記
述
一
〇
）
日
米
戦
争
は
避
け
る
こ
と
が
出
来
た
の
だ
ろ
う
か
。
（
中
略
）
一
時
的
に
戦
争
を
避
け
る
こ
と
が
出
来
た
と

し
て
も
、
当
時
の
弱
肉
強
食
の
国
際
情
勢
を
考
え
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
第
二
、
第
三
の
要
求
が
出
て
き
た
で
あ
ろ
う
こ

と
は
容
易
に
想
像
が
つ
く
。
結
果
と
し
て
現
在
に
生
き
る
私
た
ち
は
白
人
国
家
の
植
民
地
で
あ
る
日
本
で
生
活
し
て
い
た

可
能
性
が
大
で
あ
る
。

二



（
記
述
一
一
）
人
類
の
歴
史
の
中
で
支
配
、
被
支
配
の
関
係
は
戦
争
に
よ
っ
て
の
み
解
決
さ
れ
て
き
た
。
強
者
が
自
ら
譲
歩

す
る
こ
と
な
ど
あ
り
得
な
い
。
戦
わ
な
い
者
は
支
配
さ
れ
る
こ
と
に
甘
ん
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
記
述
一
二
）
大
東
亜
戦
争
の
後
、
多
く
の
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
が
白
人
国
家
の
支
配
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
（
中
略
）
そ
れ
は
日
露
戦
争
、
そ
し
て
大
東
亜
戦
争
を
戦
っ
た
日
本
の
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
も
し
日
本
が
あ
の

時
大
東
亜
戦
争
を
戦
わ
な
け
れ
ば
、
現
在
の
よ
う
な
人
種
平
等
の
世
界
が
来
る
の
が
あ
と
百
年
、
二
百
年
遅
れ
て
い
た
か

も
し
れ
な
い
。

（
記
述
一
三
）
東
京
裁
判
は
あ
の
戦
争
の
責
任
を
全
て
日
本
に
押
し
付
け
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
マ
イ
ン

ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
戦
後
六
三
年
を
経
て
も
な
お
日
本
人
を
惑
わ
せ
て
い
る
。

（
記
述
一
四
）
自
衛
隊
は
領
域
の
警
備
も
出
来
な
い
、
集
団
的
自
衛
権
も
行
使
出
来
な
い
、
武
器
の
使
用
も
極
め
て
制
約
が

多
い
、
ま
た
攻
撃
的
兵
器
の
保
有
も
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
（
中
略
）
こ
の
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
か
ら
解
放
さ
れ
な
い

限
り
我
が
国
を
自
ら
の
力
で
守
る
体
制
が
い
つ
に
な
っ
て
も
完
成
し
な
い
。

（
記
述
一
五
）
日
本
で
は
い
ま
文
化
大
革
命
が
進
行
中
な
の
で
は
な
い
か
。

（
記
述
一
六
）
タ
イ
で
、
ビ
ル
マ
で
、
イ
ン
ド
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
、
大
東
亜
戦
争
を
戦
っ
た
日
本

三



の
評
価
は
高
い
の
だ
。
（
中
略
）
日
本
軍
を
直
接
見
て
い
な
い
人
た
ち
が
日
本
軍
の
残
虐
行
為
を
吹
聴
し
て
い
る
場
合
が

多
い
こ
と
も
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
記
述
一
七
）
我
が
国
が
侵
略
国
家
だ
っ
た
な
ど
と
い
う
の
は
正
に
濡
れ
衣
で
あ
る
。

当
該
論
文
が
、
防
衛
大
学
校
を
卒
業
し
、
自
衛
隊
統
合
幕
僚
学
校
長
を
務
め
た
現
職
の
航
空
幕
僚
長
が
執
筆
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
、
ま
た
同
様
の
内
容
の
論
文
が
航
空
自
衛
隊
幹
部
学
校
幹
部
会
誌
『
鵬
友
』
に
数
年
前
か
ら
繰
り
返
し
掲
載
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
考
え
る
と
、
対
外
的
な
影
響
が
あ
ま
り
に
大
き
く
、
現
行
の
自
衛
隊
の
教
育
内
容
に
つ
い
て
も
至
急
検
証
す
べ
き
と

考
え
る
。
田
母
神
前
航
空
幕
僚
長
を
同
職
に
任
命
し
た
の
は
当
時
の
安
倍
首
相
で
あ
る
が
、
引
き
続
き
航
空
幕
僚
長
の
地
位
に

留
め
た
麻
生
首
相
の
見
解
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

従
っ
て
、
以
下
、
質
問
す
る
。

一

「
懸
賞
論
文
」
に
対
す
る
麻
生
首
相
の
認
識
に
つ
い
て

�

麻
生
首
相
は
、
（
記
述
一
）
に
あ
る
よ
う
に
「
日
本
は
一
九
世
紀
の
後
半
以
降
、
朝
鮮
半
島
や
中
国
大
陸
に
軍
を
進
め

る
こ
と
に
な
る
が
相
手
国
の
了
承
を
得
な
い
で
一
方
的
に
軍
を
進
め
た
こ
と
は
な
い
」
と
の
認
識
を
共
有
し
て
い
る
の

か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
「
満
州
事
変
」
に
つ
い
て
、
関
東
軍
の
謀
略
で
は
な
い
と
い
う
認
識
か
。
ま
た
そ
れ
は
、
日
本
政

四



府
の
見
解
か
。

�

麻
生
首
相
は
、
「
日
韓
併
合
」
に
つ
い
て
、
一
九
一
〇
年
の
「
韓
国
併
合
ニ
関
ス
ル
条
約
」
の
締
結
は
合
法
と
考
え
る

か
。
そ
れ
と
も
違
法
に
結
ば
れ
た
条
約
と
考
え
る
か
。
ま
た
そ
れ
は
、
日
本
政
府
の
見
解
か
。

�

麻
生
首
相
は
、
「
張
作
霖
列
車
爆
破
事
件
」
に
つ
い
て
、
（
記
述
三
）
に
あ
る
よ
う
に
、
「
少
な
く
と
も
日
本
軍
が

や
っ
た
と
は
断
定
で
き
な
く
な
っ
た
」
と
の
認
識
を
共
有
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
「
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
仕
業
」
と
の
認

識
を
共
有
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
そ
れ
は
、
日
本
政
府
の
見
解
か
。

�

麻
生
首
相
は
、
（
記
述
四
）
に
あ
る
よ
う
に
、
「
我
が
国
は
他
国
と
の
比
較
で
言
え
ば
極
め
て
穏
健
な
植
民
地
統
治
を

し
た
」
と
の
認
識
を
共
有
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
そ
れ
は
、
日
本
政
府
の
見
解
か
。

�

麻
生
首
相
は
、
（
記
述
五
）
に
あ
る
よ
う
に
、
「
実
際
に
は
日
本
政
府
と
日
本
軍
の
努
力
に
よ
っ
て
、
現
地
の
人
々
は

そ
れ
ま
で
の
圧
政
か
ら
解
放
さ
れ
、
ま
た
生
活
水
準
も
格
段
に
向
上
し
た
」
と
の
認
識
を
共
有
し
て
い
る
の
か
。
そ
う
で

あ
れ
ば
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
生
活
水
準
が
向
上
し
た
の
か
。
ま
た
そ
れ
は
、
日
本
政
府
の
見
解
か
。

�

麻
生
首
相
は
、
（
記
述
六
）
に
あ
る
「
戦
後
マ
ニ
ラ
の
軍
事
裁
判
で
死
刑
に
な
っ
た
朝
鮮
出
身
の
洪
思
翊
と
い
う
陸
軍

中
将
」
が
、
当
時
の
多
く
の
朝
鮮
人
と
違
い
、
「
創
氏
改
名
な
ど
し
て
い
な
い
」
理
由
は
何
と
考
え
る
か
。
ま
た
そ
れ

五



は
、
日
本
政
府
の
見
解
か
。

�

麻
生
首
相
は
、
（
記
述
七
）
に
あ
る
よ
う
に
、
「
今
で
は
、
日
本
を
戦
争
に
引
き
ず
り
込
む
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
に

よ
っ
て
慎
重
に
仕
掛
け
ら
れ
た
罠
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
」
、
「
実
は
ア
メ
リ
カ
も
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
に
動
か
さ

れ
て
い
た
」
と
の
認
識
を
共
有
し
て
い
る
か
。
ま
た
そ
れ
は
、
日
本
政
府
の
見
解
か
。

�

麻
生
首
相
は
、
（
記
述
八
）
に
あ
る
よ
う
に
、
「
真
珠
湾
攻
撃
に
先
立
つ
一
ヶ
月
半
も
前
か
ら
中
国
大
陸
に
お
い
て
ア

メ
リ
カ
は
日
本
に
対
し
、
隠
密
に
航
空
攻
撃
を
開
始
し
て
い
た
」
と
の
認
識
を
共
有
し
て
い
る
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
真

珠
湾
攻
撃
よ
り
先
に
、
ア
メ
リ
カ
が
日
本
に
対
し
攻
撃
を
仕
掛
け
て
い
た
と
の
認
識
を
共
有
し
て
い
る
か
。
ま
た
そ
れ

は
、
日
本
政
府
の
見
解
か
。

�

麻
生
首
相
は
、
（
記
述
九
）
に
あ
る
よ
う
に
、
「
日
本
は
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
仕
掛
け
た
罠
に
は
ま
り
真
珠
湾
攻
撃
を
決

行
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
の
認
識
を
共
有
し
て
い
る
の
か
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
日
米
開
戦
の
責
任
は
ど
ち
ら
に
あ
っ
た

と
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
そ
れ
は
、
日
本
政
府
の
見
解
か
。

��

麻
生
首
相
は
、
（
記
述
一
〇
）
に
あ
る
よ
う
に
、
「
ア
メ
リ
カ
か
ら
第
二
、
第
三
の
要
求
が
出
て
き
た
で
あ
ろ
う
」
か

ら
、
「
日
米
戦
争
は
避
け
る
こ
と
が
出
来
」
ず
、
「
結
果
と
し
て
現
在
に
生
き
る
私
た
ち
は
白
人
国
家
の
植
民
地
で
あ
る

六



日
本
で
生
活
し
て
い
た
可
能
性
が
大
で
あ
る
」
と
の
認
識
を
共
有
し
て
い
る
の
か
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
ど
う
す
れ
ば
、

「
日
米
戦
争
は
避
け
る
こ
と
が
出
来
」
た
と
考
え
る
か
。
ま
た
そ
れ
は
、
日
本
政
府
の
見
解
か
。

��

麻
生
首
相
は
、
（
記
述
一
二
）
に
あ
る
よ
う
に
、
「
多
く
の
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
が
白
人
国
家
の
支
配
か
ら
解
放

さ
れ
」
た
の
は
、
「
日
露
戦
争
、
そ
し
て
大
東
亜
戦
争
を
戦
っ
た
日
本
の
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
も
し
日
本
が
あ
の
時

大
東
亜
戦
争
を
戦
わ
な
け
れ
ば
、
現
在
の
よ
う
な
人
種
平
等
の
世
界
が
来
る
の
が
あ
と
百
年
、
二
百
年
遅
れ
て
い
た
か
も

し
れ
な
い
」
と
の
認
識
を
共
有
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
そ
れ
は
、
日
本
政
府
の
見
解
か
。

��

麻
生
首
相
は
、
（
記
述
一
三
）
に
あ
る
よ
う
に
、
「
東
京
裁
判
は
あ
の
戦
争
の
責
任
を
全
て
日
本
に
押
し
付
け
よ
う
と

し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
戦
後
六
三
年
を
経
て
も
な
お
日
本
人
を
惑
わ
せ
て
い
る
」

と
の
認
識
を
共
有
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
そ
れ
は
、
日
本
政
府
の
見
解
か
。

��

麻
生
首
相
は
、
（
記
述
一
六
）
に
あ
る
よ
う
に
、
「
タ
イ
で
、
ビ
ル
マ
で
、
イ
ン
ド
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
で
、
大
東
亜
戦
争
を
戦
っ
た
日
本
の
評
価
は
高
い
」
と
の
認
識
を
共
有
し
て
い
る
の
か
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
ど

の
よ
う
な
評
価
か
。
ま
た
、
「
日
本
軍
を
直
接
見
て
い
な
い
人
た
ち
が
日
本
軍
の
残
虐
行
為
を
吹
聴
し
て
い
る
場
合
が
多

い
」
と
の
認
識
を
共
有
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
そ
れ
は
、
日
本
政
府
の
見
解
か
。

七



��

麻
生
首
相
は
、
（
記
述
一
七
）
に
あ
る
よ
う
に
、
「
我
が
国
が
侵
略
国
家
だ
っ
た
な
ど
と
い
う
の
は
正
に
濡
れ
衣
で
あ

る
」
と
の
認
識
を
共
有
し
て
い
る
の
か
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
「
日
本
は
侵
略
国
家
で
あ
っ
た
」
と
認
識
す
る
の
か
。
ま

た
そ
れ
は
、
日
本
政
府
の
見
解
か
。

二

航
空
自
衛
隊
幹
部
学
校
、
自
衛
隊
統
合
幕
僚
学
校
お
よ
び
防
衛
大
学
校
の
教
育
内
容
に
つ
い
て

�

麻
生
首
相
は
、
航
空
自
衛
隊
幹
部
学
校
、
自
衛
隊
統
合
幕
僚
学
校
お
よ
び
防
衛
大
学
校
に
お
い
て
、
現
在
、
（
記
述

一
〜
一
七
）
と
同
様
の
認
識
に
基
づ
い
た
教
育
を
行
う
べ
き
と
考
え
て
い
る
か
。

�

航
空
自
衛
隊
幹
部
学
校
、
自
衛
隊
統
合
幕
僚
学
校
お
よ
び
防
衛
大
学
校
に
お
い
て
、
現
在
、
（
記
述
一
〜
一
七
）
と
同

様
の
認
識
に
基
づ
い
た
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
か
、
日
本
政
府
は
検
証
し
て
い
る
か
。
検
証
し
て
い
な
け
れ
ば
、
至
急
検

証
す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

�

も
し
も
現
在
、
（
記
述
一
〜
一
七
）
と
同
様
の
認
識
に
基
づ
い
た
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
至
急
是
正
す
べ

き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

�

航
空
自
衛
隊
幹
部
学
校
、
自
衛
隊
統
合
幕
僚
学
校
お
よ
び
防
衛
大
学
校
で
は
、
か
つ
て
、
（
記
述
一
〜
一
七
）
と
同
様

の
認
識
に
基
づ
い
た
教
育
を
行
っ
た
こ
と
は
あ
る
か
、
日
本
政
府
は
検
証
し
て
い
る
か
。
検
証
し
て
い
な
け
れ
ば
、
至
急

八



検
証
す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

�

も
し
も
か
つ
て
、
（
記
述
一
〜
一
七
）
と
同
様
の
認
識
に
基
づ
い
た
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
に

対
処
す
べ
き
と
考
え
る
か
。

右
質
問
す
る
。

九


